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1.特別損失の計上及びその内容

2．平成20年3月期中間連結業績予想値の修正(平成19年4月1日～平成19年9月30日)
(単位：百万円)

（

3．平成20年3月期通期連結業績予想値の修正(平成19年4月1日～平成20年3月31日)
(単位：百万円)

（
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通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ

当社の平成20年３月期中間決算において下記のとおり有価証券評価損による特別損失が発生い
たしますので、その概要をお知らせいたしますとともに、平成20年３月期(平成19年４月１日～平
成20年３月31日）の中間期及び通期の業績予想について、平成19年５月16日に公表しました業績
予想を下記のとおり修正いたします。
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当中間会計期間において、当社保有の株式会社東和銀行株式の株価下落により、投資有価証
券評価損２１１百万円を計上する見込みであります。
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4．平成20年3月期中間個別業績予想値の修正(平成19年4月1日～平成19年9月30日)
(単位：百万円)

（

5．平成20年3月期通期個別業績予想値の修正(平成19年4月1日～平成20年3月31日)
(単位：百万円)

（

6．修正の理由
(1)連結業績予想

(2)個別業績予想

以　上

通期については、対ドル為替レートの影響等を勘案した結果、営業利益、経常利益、当期純
利益とも当初予想を下回る見込みです。

中間期の売上高はほぼ予想通りの見込みですが、原材料価格（鋼材、銅線）の高騰や一般産
業用クラッチの利益率低下等により営業利益は減少する見込みです。また、特別損失として投
資有価証券評価損（２１１百万円）を計上した結果、中間純利益は当初予想を下回る見込みで
す。
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△ 33.3

中間期の売上高は予想を下回る見込みですが、海外子会社の健闘などにより、営業利益、経
常利益とも予想を上回る見込みです。また、特別損失として投資有価証券評価損（２１１百万
円）を計上した結果、中間純利益は当初予想を下回る見込みです。

通期については中間期の実績見込を踏まえ、営業利益、経常利益、当期純利益を算出しまし
た。
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